
各 説 明 会 で の 主 な 意 見 
 

 
敦賀市議会（H17/12/22） 敦賀市協議会（H17/12/22） 東郷地区区長会（H17/12/23） 

調 査 ・調査はこれで十分なのか。 
・ダイオキシン類が処分場南側の Sb-１で高い。地下水が南か
ら北へと流れるとしていることと矛盾するのではないか。 

・護岸集水井戸の水が黒く臭いがするのは地質の影響なのか。 
・北陸トンネル内湧水についてダイオキシン類をなぜ分析して

いないのか。 

・調査はこれで十分なのか。 
 

・調査はこれで十分なのか。 
・廃棄物のボーリング調査はこれで十分なのか。 

今後の水質 
 

・北陸トンネルは岩盤の中にあるが、そこに浸出水が漏れてい

るということをどのように考えるのか。また、水圧がかかる

と漏れが大きくなるのではないか。 

・処分場からは今後どのようなものが出てくるか分からない。ど

のように対応していくのか。 
・今後、廃棄物から様々な物質が水に溶け出てきたり、濃縮し

たりするのではないか。 
・今後、水質はどうなるのか。 

自然浄化・ 
浄化促進・ 
不溶化 

・B（浄化促進）案と C（不溶化）案については欠点があると
しているが、Ａ（自然浄化）案と組み合わせることができる

のか。 

・当処分場内にあるシュレッダーダストなどの廃棄物は、自然浄

化で本当に浄化できるのか。 
・自然浄化には時間がかかるのではないか。 
・浄化の完了をどのように判断するのか。 

 

撤 去  ・これまで全量撤去をお願いしてきた。現地にプラントを作って

処理できないのか。 
・廃棄物の浄化までには長期間かかる。廃棄物を搬出して、市内

に溶融炉を設置して処理できないのか。 
・撤去は問題があるとされているようであるが、豊島では問題が

起きないように対応がとられている。撤去ができないのか。 

・廃棄物を置いておけば、将来、有害なものが出てくる可能性

がある。廃棄物を撤去すれば出てくることはなくなるのでは

ないか。 
・将来のことを考えると、問題の解決のためには、撤去がベス

トではないか。 
・他県では、撤去が行われているのに、なぜ、敦賀ではできな

いのか。 
・遮水壁で漏水を止めてから、撤去ができないのか。 

漏水防止対策 ・漏水を止めることがポイントである。 
・撤去にはいろいろな弊害があるということであるが、完全に

遮水して、閉じ込めておくことが技術的にできるのか。 
・遮水壁で地下水の流入を防止できるのか。 
・水を止めることができることを前提に４つの案が出されてい

ることが疑問である。 

・漏水は本当に防止できるのか。 
・木の芽川は飲み水の涵養源であり、農業用水の水源である。漏

水を止めることが必要である。 

 

水処理 ・水処理はどのように行うのか。   

対策費 ・対策費はどれくらいなのか。 ・対策費はどれくらいなのか。 ・対策は、環境に対してできる限り影響が０に近いものが一番

であり、費用のことは別問題として考えるべきはないのか。 
コンセンサス   ・十分に住民の意見を聞いてほしい。 

その他 ・豊島では撤去で相当苦労していると聞いている。撤去しよう

が、残置しようが相当な対策をしないといけないが、将来に

向けて影響がない合理的な対策をいつごろまとめるのか。１

月までにつめられるのか。 
・護岸が地震で壊れて川をせき止めることがないよう、護岸の

補強について検討していないのか。 

 ・いずれにしても良い方法で解決してほしい。 
 

 

資料 １ 


